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Abstract: Ginza is the Japan’s leading commercial district where a lot of people from home and abroad enjoy 

shopping. Since the Taisho period (1912-1926), such a stroll for shopping in Ginza has been called “Gin-bura”. In this 

study, focusing on the role of café in “Gin-bura”, we confirm the locations of 122 cafes as well as the vertical 

locations and the numbers of tables, prices of a cup of coffee and smoking and Wi-Fi conditions in Ginza. It is made 

clear that there is the trend of location of café by area and street. 
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1.はじめに  

1-1. 研究の背景 

東京都中央区銀座地区は、国内外から多くの人々がショッピン

グに訪れる日本を代表する商業地域である。江戸期の町割りを継

承するヒューマンスケールな街区、街並みが、歩行者の快適な回

遊を支えている。銀座地区でのウィンドウショッピングを楽しみ

ながらのまちあるきは、伝統的に「銀ブラ」と呼ばれてきた。「銀

ブラ」という言葉の起源は、銀座にあった日本初のカフェ「カフ

ェ―パウリスタ」（1874年開業）でブラジル珈琲を飲んだ学生が

考えた、大正自体に生まれた造語であると言われているが、次第

に銀座をブラブラ歩くという意味に変化していった。そして、こ

の「銀ブラ」に欠かせないのが、その語源とも関係していたカフ

ェであった。銀座はカフェ文化発祥の地としても知られている。 

銀座では、1999 年に中心的な商業者組織である銀座通連合会

が、これからの銀座のまちのあり方を「銀座まちづくりビジョン」

とうかたちで公表し、これを契機として、2001 年の町会、通り

会、業種業態組合等の連合組織であり、銀座エリアの最高意思決

定機関としての全銀座会が組織された。その後、2002 年以降の

都市再生特別措置法に伴う緊急整備地域指定と規制緩和による

超高層計画案への対応の中で、2004 年に全銀座会の下部組織と

して、銀座街づくり会議が発足し、『銀座デザインルール』の発

行と、それに基づくデザイン協議を軸として、精力的にエリアマ

ネジメント活動を行ってきている。こうした地域主導の動きの中

で、一貫して「歩く楽しさが広がるまち」が追求されてきている。

つまり、「銀ブラ」充実は、今でも銀座のまちづくりの大きな目

標となっている。 

1-2. 研究の目的 

本研究は、以上のような「銀ブラ」の充実、歩行者にとって楽

しい銀座とするための更なる回遊性の向上というまちづくりの

目標を前提として、「銀ブラ」には欠かすことのできない休憩空

間としてのカフェに着目するものである。本研究の目的は、カフ

ェ文化の伝統を持つ銀座地区において、現在どのようなカフェが

どこに立地しているのか、その傾向を明らかにすることである。

目視による悉皆調査に基づいてカフェを把握し、エリア（町丁目）

と通りの二つの視点からカフェの立地傾向を把握していく。なお、

本研究では、対象とするカフェを一般のレストランと区別するこ

とを念頭に、「ランチタイムとディナータイムの間の午後２時か

ら５時にかけても開店している、コーヒーを提供している飲食

店」と定義する。 

1-3. 既往の研究 

銀座地区におけるカフェの悉皆調査、立地傾向を分析した研究

はない。カフェが人々の回遊行動にもたらす影響については、斉

藤ら（2008）や谷川ら（2008）などの研究がある。斉藤ら（2008）

では、旧来の喫茶店と差別化をはかった福岡のカフェチェーンが

及ぼす都市魅力としての効果を把握するため、聞き取りアンケー

ト調査によって顧客の個人属性や利用特性を分析し、回遊ステッ

プ数、１回数ステップあたりの支出金額に基づく、カフェチェー

ンの都市部における経済効果を試算している。また、谷川ら

（2008）も、カフェと都市の回遊性との関係について考察を行っ

ている。本研究は、これらの既往研究で中心的テーマとなってい

るカフェと回遊行動の関係性への関心を共有しつつ、まずは基礎

研究として、これまで全容が把握されていなかった銀座地区のカ

フェの立地傾向について明らかにしていく。 

1-4. 研究の方法 

2013年6月1日から7月14日にかけて現地調査を実施し、目

視により、銀座地区内のカフェ 122 件を確認した（【図-1】）。ま

た、現地調査では、立地場所、立地階を正確に把握するとともに、

各店舗にて店員へのヒアリング調査を実施し、コーヒーの価格

（レギュラーコーヒー１杯）、規模（座席数）、タバコの扱い（喫

煙・禁煙・分煙）、Wi-Fi環境（有り・無し）を把握した。なお、

本調査では、便宜上、銀座通りの京橋方向を北、新橋方向を南と

表現し、これに直行する方向を東、西と呼ぶことにした。実際に
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は、銀座通りは南北方向ではなく、時計回りに約４５度振れてい

ることを注記しておく。 

 

2. カフェの立地傾向の分析  

2-1. 分析のための枠組み 

銀座地区内での立地傾向を明らかにするため、本研究では、エ

リア区分と通り区分の二つの分析枠組みを設定した。 

エリア区分については、銀座地区の伝統的な区域分けであり、

現行の住居表示でもある銀座１丁目から８丁目までの８エリア

に分割した。また、銀座通りを境として東西で商業地域としての

性格が異なっていると考えられるため、補足的に、東西のエリア

での分析も行う。 

銀座のもう一つの都市構造の特徴は、通りの重要性である。そ

こで、『銀座デザインルール 第二版』の第２章「銀座らしさ」

内の「『通り』の特徴」、第５章「さまざまなエリア・通りの性格」

を参照し、１）銀座通り、２）広域幹線（晴海通り、西銀座通り、

昭和通り）、３）東西方向の通り（幅員約８～１４．５ｍ）、４）

南北方向の通り（幅員約８ｍ以下）という４分類を分析枠組みと

して設定した。 

以上の分析枠組みのもとで、現地調査で確認した122件のカフ

ェを各項目・属性別に集計した結果は、【表-1】、【表-2】のとお

りである。また、集計に加えて、各項目ごとにマッピングを行い、

補足的に立地傾向の分析に用いた。 

2-2 . カフェ立地の全般的傾向 

銀座地区のカフェ122件の分布は、エリア区分では、2丁目に

一番多く、南北方向の両端である1丁目、7丁目、8丁目には比

【図-1】銀座地区におけるカフェの分布 

 
【表-1】銀座地区におけるカフェの立地数の各属性・エリア別集計 

 

（地下鉄出入り口及び大規模店舗を付記） 
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較的少ないことが分かる。東西では、西側に6割の店舗が立地し

ている。、有楽町駅方面から最も至近にある2丁目の西側エリア

が最もカフェの立地が多い。 

また、通り区分で見ると、銀座通りに2割の店舗が集中してい

ることが分かるが、逆に言えば、残り8割もの店舗の多くは銀座

のメインストリートではなく、裏道や横丁に立地しているという

ことである。広域幹線沿いよりも、東西方向、南北方向の通りに

万遍なく立地していることが分かる。 

2-3 . 立地階別の傾向 

1階に店舗を構える路面店が5割近くを占めるが、立体的商業

空間を特徴とする銀座らしく、残り半分のカフェは地下、地上2

階以上にも立地している。特に、３階以上に2割近くのカフェが

立地していることが明らかになった。 

エリア別の傾向では、銀座地区の南側の6丁目から8丁目では、

7割から9割のカフェが一階に立地しているのに対して、それ以

外のエリアではカフェはより立体的に展開している。特に銀座の

中心である銀座4丁目については、地価の高さも影響してか、6

割以上の店舗が2階以上に立地している。2丁目、3丁目でも3

割から4割が2階以上となっている。地下の立地は、7丁目を除

いて割合に差がなく、何れも1割から2割程度である。 

通り別の傾向を見ると、銀座通りにおいては、百貨店やアパレ

ル・小売業の旗艦店等大規模ビルが多く、地上階を展示販売スペ

ースとしていることが多いこともあり、地上階のカフェの割合は

最も小さく、6割近くが2階以上に立地している。また、東西方

向の通りには、3階以上のカフェは見られなかった。 

2-4 . 店舗規模別の立地傾向 

銀座では、7割が31 席以上の中・大規模のカフェが占めてお

り、かつての「銀ブラ」のイメージと結びつくような個人経営の

カフェを想起させる小規模のカフェは意外と少ない。 

エリア別の傾向を見ると、1丁目では小規模カフェの割合が6

割と大きいことが分かる。2丁目、3丁目も、4丁目以南に比べ

ると小規模カフェの割合が大きい。5丁目から8丁目には15席

未満のカフェは立地していない。一方、4丁目には81 席以上の

【表-2】銀座地区におけるカフェの立地傾向の通り別分析 

 

【表-2】銀座地区におけるカフェの立地数の各属性・通り別集計 

 

【図-2】銀座地区におけるカフェの立地階別分布            【図-3】 銀座地区におけるカフェの店舗規模別分布 

 

【図-4】銀座地区におけるカフェの価格別分布            【図-5】 銀座地区におけるカフェの喫煙／禁煙別分布 

 （レギュラーコーヒー一杯の値段） 
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大規模カフェは存在していない。 

通り別の傾向としては、51 席以上の大規模カフェは南北方向

の通りよりも幅員の大きい東西方向の通りで割合が大きくなっ

ている。 

2-5 . 価格別の立地傾向 

銀座地区には、比較的手軽な価格でコーヒーを提供するカフェ

から高価格のカフェまで、割合としては万遍なく立地している。 

エリア別の傾向で言えば、小規模店の多い１丁目では、低価格

のカフェの割合が7割と大きくなっている。一方、高価格のカフ

ェは、4丁目、5丁目の西側に集中している。 

通り別の傾向は、銀座通り沿い、広域幹線沿いは、高価格のカ

フェの割合が他の通りに比べて大きいことが分かる。また、東西

方向の通りの一つで、7丁目と8丁目の境界にあたる花椿通り沿

いにも高価格のカフェが集中して立地している。 

2-6 . 喫煙／禁煙別の立地傾向 

全体では、禁煙のカフェが4割あり、喫煙のカフェ、分煙のカ

フェを上回っている。 

エリア別の傾向では、各エリアごとに禁煙、喫煙、分煙の割合

にばらつきが見られる。喫煙のカフェの割合が最も大きいのは、

カフェの数が最も多い2丁目である。一方で、禁煙のカフェの割

合が最も大きいのは銀座地区の中心である4丁目である。4丁目

には喫煙のカフェがない。分煙のカフェは6丁目で割合が大きく

なっている。一方で、規模の大きなカフェがある4丁目、5丁目

は分煙の割合が大きくなっている。 

通り別の傾向としては、銀座通り沿いが禁煙のカフェの割合が

6割以上と大きい。また、5丁目と6丁目の境界にあたる東西方

向の通りの一つであるみゆき通り沿いのカフェ６店はすべて分

煙である。 

2-7 . Wi-Fi環境別の立地傾向 

外国人観光客などにとって重要なWi-Fi環境は、銀座全体とし

ては、有り、無しの数に大きな差は見られなかった。 

エリア別には、4丁目と6丁目では、Wi-Fiの無いカフェの割

合が 7 割を超えている。一方で、小規模なカフェの数が多い 1

丁目から3丁目では、Wi-Fi の有るカフェの割合が大きいが、6

丁目でも7割とその割合は大きくなっている。。 

また、通り別の傾向では、銀座のメインストリートである銀座

通り沿道で、Wi-Fiの無いカフェの割合が大きくなっている。 

3．まとめ 

以上の分析により、銀座地区におけるカフェの立地には、エリ

ア別、通り別の傾向が見てとれることが明らかになった。特徴的

な傾向を整理すると、以下のようになる。 

 

【エリア別の立地傾向】 

１）銀座の中心にあたる４丁目では2階以上の店舗が多く、また

高価格のカフェの割合が大きい。また、禁煙もしくは分煙という

かたちでクリーンな店内環境を維持している一方で、Wi-Fi環境

は備えていない。 

２）有楽町駅に近い１丁目、２丁目は小規模なカフェの割合が大

きい。1丁目は特に小規模カフェの割合が大きく、低価格のカフ

ェも多い。2丁目はカフェ自体の数が多い。 

３）新橋駅に近い６丁目から８丁目では、殆どのカフェが1階に

立地している。また最も規模の小さな15席未満のカフェはない。

6丁目、8丁目は大規模なカフェの割合が大きい。 

 

【通り別の立地傾向】 

１）銀座のメインストリートである銀座通り沿いには全体の２割

のカフェが集中しているが、2階以上のカフェの割合が他の通り

よりも大きくなっている。高価格のカフェ、禁煙のカフェの割合

も比較的大きい。 

２）東西方向の通りの中には、高価格のカフェが多い花椿通り、

分煙のカフェが多いみゆき通りなど、傾向に特徴のある通りが見

られた。 

 

こうした立地傾向を生み出す要因や、各カフェの客層（年齢層

や性別割合）の傾向、利用客人数などの把握については、時間帯

や平日・休日の違いを考慮に入れた上で、今後、調査を実施して

いくことにしたい。そうした調査によって初めて、現代の「銀ブ

ラ」におけるカフェの役割や今後のあるべき姿が見えてくるもの

と考えている。 
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【図-6】銀座地区におけるカフェのWi-Fi環境別分布          
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